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日本語

 変更項目
本製品は、同梱の使用説明書の記載内容から以下の機能が追加または変更されています。
No.No. 項目項目 概要概要 X-T1 X-T1 PP 詳細説明詳細説明 Ver.Ver.

11
撮影時のボタンロックに
ついて

使い方に応じてロックするボタンを変更できます。セットアップメニューに追加
されたロック指定から全てロックまたは機能別ロックを選べます。機能別ロック
では、ロックする機能を選択できます。

11 － 3.00

22 動画撮影
動画撮影中に絞り、シャッタースピードを変更することができます。また、動画
撮影前に感度ダイヤルで設定した感度で動画を撮影できます。

41 － 3.00

33 マクロ（近距離撮影）
レンズのマクロ領域から標準撮影距離範囲の全領域でピントが合うため、マクロ
を設定しなくても近距離撮影ができます。Fn3ボタンは、AFモードが割り当てら
れます。

52, 93 － 3.00

44
マニュアル（M)撮影時の
露出補正

撮影モードがマニュアル（M）で、感度ダイヤルが A（オート）に設定されている
ときも、露出補正ダイヤルを回して、露出を補正できます。

61, 62 － 3.00

55
連写 /ブラケティング時の
フラッシュ動作

連写やブラケティング撮影時に外部フラッシュが使用できます。 66, 68 JA-1 4.30

66
マニュアルフォーカス時の
ワンプッシュ AF

マニュアルフォーカス撮影時に、AF-Lボタンでワンプッシュ AFを行う際のフォー
カスエリアのサイズは、コマンドダイヤルで変更できます。

75 － 3.00

77
マニュアルフォーカス時の
ワンプッシュ AF

マニュアルフォーカス撮影時に、AF-Lボタンでワンプッシュ AFを行う際に、ピン
ト（AFロック）と露出（AEロック）の両方を固定できます。

75, 82 JA-1 4.30

88 プログラムシフトの設定
ISO感度ダイヤルが Aの位置のときもプログラムシフトが使用できるようになり
ました。

58 － 3.00

99 タイム撮影（T）
フロントコマンドダイヤルによる露光時間の設定は、30秒～ 1/32000秒の範囲に変
更されました。30秒～ 1/32000秒の範囲を使用するときは、シャッター方式をメカ
ニカル＋電子に設定してください。

78 － 3.00

1010
動画撮影ボタンの
ファンクション設定

動画撮影ボタンをファンクション（Fn7）ボタンとして使用できます。DISP/BACK
ボタン長押しで設定します。

41, 49 － 4.30

1111
ファンクションボタンの
割り当て変更

選択項目からマクロが削除され、フラッシュ調光補正、シャッター方式、マニュア
ル時モニター露出 /WB反映、モニター撮影効果反映、ロック指定が追加されました。

50 － 3.00

1212
クイックメニューの
割り当て変更

クイックメニューに表示するメニューを変更できます。 44 JA-1 3.00

1313 フィルムシミュレーション 撮影メニューのフィルムシミュレーションにクラシッククロームが追加されました。 53 － 3.00
1414 カスタムホワイトバランス カスタムホワイトバランスを複数から選択できます。 55 － 3.00

1515 AF + MFの追加
フォーカスモードが Sのときにシャッターボタンを半押ししたままフォーカスリ
ングを回すと、マニュアルフォーカスで撮影できます。

93 JA-2 3.00

1616 AF + MF時の AF-Lボタン操作 AF + MF時に AF-Lボタンで、AE/AFロックできます。 82, 93 JA-2 4.30
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変更項目

No.No. 項目項目 概要概要 X-T1 X-T1 PP 詳細説明詳細説明 Ver.Ver.

1717
AF + MF時の FOCUS ASSIST
ボタン操作

AF + MF時に FOCUS ASSISTボタンで拡大表示できます。 76, 93 JA-2 4.30

1818 AFモード 撮影メニューのオートフォーカス設定 > AFモードの設定が変更になりました。 93 JA-3 4.00
1919 フォーカスエリア選択 フォーカスエリア選択の内容が変更になりました。 57 JA-3 4.00
2020 瞳 AFの追加 撮影メニューのオートフォーカス設定に瞳 AFが追加されました。 93 JA-4 4.00

2121 測光 &フォーカスエリア連動
撮影メニューに測光 &フォーカスエリア連動が追加されました。ONにすると、
測光がスポットで、オートフォーカス設定の AFモードがシングルポイントの時
に、フォーカスエリアの位置に連動して測光します。

98 － 3.00

2222 動画モード
撮影メニューの動画設定 > 動画モードに 50 fps、25 fps、24 fps のフレームレー
トが追加になりました。

99 － 3.00

2323 シャッター方式 撮影メニューにシャッター方式が追加されました。 100 JA-5 3.00

2424 マナーモード
セットアップメニューのマナーモードのメニュー名称が電子音 &フラッシュOFF
に変更になりました。

110 － 4.00

2525
シャッター音、
シャッター音量

セットアップメニューの音設定にシャッター音とシャッター音量が追加されました。 110 － 3.00

2626
マニュアル時モニター露出 /
WB反映

セットアップメニューの表示設定にマニュアル時モニター露出 /WB反映が追加さ
れました。撮影環境に合わせた設定を行いやすくするため、マニュアル露出設定時
に EVF/LCDへ露出やホワイトバランスの設定を反映するかどうかを選択できます。

110, 111 － 3.00

2727 EVF鮮やかさ、LCD鮮やかさ
セットアップメニューの表示設定に EVF鮮やかさと LCD鮮やかさが追加されま
した。

110, 111 － 3.00

2828 モニター撮影効果反映 セットアップメニューの表示設定にモニター撮影効果反映が追加されました。 110, 111 JA-5 3.00

2929
画面のカスタマイズ
項目追加

セットアップメニューの表示設定 ＞ 画面のカスタマイズで選べる項目が追加され
ました。

31, 111 JA-5 4.30

3030 操作ボタン /ダイヤル設定 セットアップメニューに操作ボタン /ダイヤル設定が追加されました。 111, 112 JA-6 4.00
3131 クイックメニュー登録 /編集 セットアップメニューにクイックメニュー登録 /編集が追加されました。 112 － 3.00

3232 接続設定

セットアップメニューに接続設定が追加されました。セットアップメニューのワ
イヤレス設定、PC保存先設定、位置情報設定が接続設定のサブメニューとなりま
す。また、instaxプリンター接続設定で、別売の FUJIFILM instax SHAREとの接
続を設定できます。
• 再生メニューに追加された instaxプリンタープリントで、別売の instaxSHARE
に画像を印刷できます。

114, 115 － 3.00

3333 PCシューティング機能 セットアップメニューに USBモードが追加されました。 115 JA-6 4.00
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変更項目

No.No. 項目項目 概要概要 X-T1 X-T1 PP 詳細説明詳細説明 Ver.Ver.

3434 フラッシュ関連メニュー
撮影メニューのフラッシュに関する項目が、フラッシュ機能設定、TTL-LOCK モード、
フラッシュ詳細設定の項目となり従来機能の配置が変わりました。

46, 47, 
98

JA-7～
JA-15

5.00

3535
クイックメニューの割り当て
変更

クイックメニューに割り当てることができるメニューに、フラッシュ機能設定と、
フラッシュ調光補正が追加されました。

44 － 5.00

3636
ファンクションボタンの割り
当て変更

ファンクションボタンに割り当てることができる機能に、フラッシュ機能設定、
TTL-LOCK、モデリング発光が追加されました。

50 － 5.00
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 連写 /ブラケティング撮影時のフラッシュ動作 連写 /ブラケティング撮影時のフラッシュ動作
X-T1使用説明書：P 66、68

連写やブラケティング撮影時に外部フラッシュが使用
できます。

Q 付属のクリップオンフラッシュでは使用できません。
Q 電池残量やその他条件により連写速度が低下する場合があ
ります。

 マニュアルフォーカス時のワンプッシュ AF マニュアルフォーカス時のワンプッシュ AF
X-T1使用説明書：P 75、82

フォーカスモードがMのときに、AF-Lボタンでワンプッ
シュ AFを行う際に、ピント（AFロック）と露出（AE
ロック）の両方を固定できます。

 クイックメニューの割り当て変更 クイックメニューの割り当て変更
X-T1使用説明書：P 44

クイックメニューに表示するメニューを変更できます。
1 撮影画面で Qボタンを長押しすると、クイックメニュー登録 / 
編集画面が表示されます。

2 割り当てを変更するメニューを選び、MENU/OKボタンを押します。

3 割り当てるメニューを選び、MENU/OKボタンを押すと、クイッ
クメニューにメニューが割り当てられます。

R なしを選ぶと、クイックメニューの割り当てはなくなります。
R クイックメニューの割り当ては、セットアップメニューに追
加されたクイックメニュー登録 /編集からも設定できます。

 追加 /変更機能について
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追加 /変更機能について

 AF + MF AF + MF
X-T1使用説明書：P 76、82、93
撮影メニューに AF + MFが追加されました。

AF + MFをONにすると、フォーカスモードが Sのと
きにシャッターボタンを半押ししたままフォーカスリ
ングを回すと、マニュアルフォーカスで撮影できます。

R MFアシストでスタンダードまたはフォーカスピーキング
を選んでいる場合は、選んだMFアシストでピントの確認
ができます。

R AF + MF時に FOCUS ASSISTボタンで拡大表示できます。拡
大表示は、AF +MF操作開始後も継続します。

R AF + MF時に AF-Lボタンで、AE/AFロックできます。

Q 距離指標付レンズをお使いの場合は、フォーカスモードを
S、レンズ側を距離指標モード（MF）に設定すると、この
機能を使用できます。このとき、レンズの距離指標は無効
になります。

Q 距離指標付レンズをお使いの場合は、フォーカスリングを
あらかじめ距離指標の中央の位置にセットしてください
（フォーカスリングの距離指標を最短距離または無限遠に
セットすると、ピントが合わない場合があります）。

 AF + MF時のフォーカス位置拡大表示について
表示設定のフォーカスチェックをONにすると、AFモード
がそれぞれ以下のときにフォーカス位置を拡大表示できます。

 ■ 拡大する位置

AFモードAFモード
AF+MF操作時のAF+MF操作時の
MF拡大表示位置MF拡大表示位置

シングルポイントシングルポイント エリア選択位置
ゾーンゾーン

拡大しない
ワイド /トラッキングワイド /トラッキング

 ■ 拡大率
フォーカスリングの回転フォーカスリングの回転 AFロック時AFロック時

2.5倍または 6倍 4倍

R AF + MFでは、倍率変更できません。MF操作時に設定
されていた拡大表示倍率になります。
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追加 /変更機能について

 AFモード AFモード
X-T1使用説明書：P 93
撮影メニューのオートフォーカス設定 > AFモードの設定
が変更になりました。

設定設定 用途例用途例

rr シングル シングル
ポイントポイント

フォーカスエリア選択で設定したフォーカスエ
リアで、ピントを合わせます。
R 被写体をピンポイントで撮影するときに便
利です。

yy ゾーン ゾーン

フォーカスエリア選択で設定したフォーカスエ
リアで、ピントを合わせます。77のエリアの
中から 5 × 3、5 × 5、3 × 3のゾーンを選択で
きます。
R 動く被写体を撮影するときに便利です。

zz ワイド / ワイド /
トラッキングトラッキング

• フォーカスモードが Sのとき（ワイド）：
シャッターボタンを半押しすると、画面内に
あるコントラストが高い被写体にピントを合
わせます。ピントの合った複数の位置に AF
エリアが表示されます。

• フォーカスモードが Cのとき（トラッキン
グ）：フォーカスエリア選択で設定したフォー
カスエリアにピントを合わせます。シャッ
ターボタンを半押ししている間は被写体の動
きに合わせてピントを合わせ続けます。

Q 小さい被写体や高速で動く被写体の場合は、
オートフォーカスが合わないことがあります。

 フォーカスエリア選択 フォーカスエリア選択
X-T1使用説明書：P 57

フォーカスモードを Sまたは Cに設定したときのピン
ト合わせのエリア変更は、AFモードの設定によって、
操作が異なります。

 ■  AFモードがシングルポイントの場合
前バージョンのt エリア選択を設定しているときと
同じです。

 ■ AFモードがゾーンの場合
ファンクション（Fn6）ボタンを押すと、フォーカス
エリアが表示されます。フォーカスエリアの位置やサ
イズを変更して、MENU/OKボタンを押すと、フォーカ
スエリアが設定されます。
• efghで、ピントを合わせたい位
置にフォーカスエリアを移動します。

R DISP/BACKボタンを押すと、フォーカ
スエリアが中央に戻ります。

フォーカスエリア

• リアコマンドダイヤルを回して、
フォーカスエリアのサイズを変更しま
す。

R 右に回すとサイズが 5 × 5、3 × 3、5 × 3、5 × 5の順
で拡大されます。左に回すと逆の順に大きさが変わり
ます。FOCUS ASSISTボタンを押すと、5 × 3に戻ります。



JA-4 日本語

追加 /変更機能について

 ■ AFモードがトラッキングの場合
ファンクション（Fn6）ボタンを押すと、フォーカス
エリアが表示されます。フォーカスエリアをトラッキ
ングしたい被写体の位置に移動して、MENU/OKボタン
を押すと被写体にフォーカスエリアが設定されます。
シャッターボタンを半押ししている間は被写体の動き
と位置に合わせてピントを合わせ続けます。

R AFモードがワイド /トラッキングのときのフォーカスエリ
ア選択は、フォーカスモードが Cのときのみ有効です。

R フォーカスエリアは、efghで移動で
きます。DISP/BACKボタンを押すと、フォー
カスエリアが中央に戻ります。

フォーカスエリア

  フォーカスモードが Cに設定されていて高速連写（CH）
するときのフォーカスエリアについて

高速連写（CH）でフォーカスモードが Cのときは、選択で
きるフォーカスエリアが異なります。

シングルポイント ゾーン ワイド /トラッキング

R ゾーンの場合は、5 × 5が選べません。

 瞳 AF 瞳 AF
X-T1使用説明書：P 93
撮影メニューのオートフォーカス設定に瞳 AFが追加され
ました。

顔キレイナビがONのときにカメラが人物の瞳を検出
すると、目にピントを合わせることができます。

設定設定 説明説明

uu AUTO AUTO
カメラが自動的に左右のどちらかの目に
ピントを合わせます。

ww 右目優先 右目優先 右目にピントを合わせます。
vv 左目優先 左目優先 左目にピントを合わせます。
OFFOFF 瞳 AF機能は使用しません。

R メガネをかけた状態や髪の毛で目が隠れている状態など瞳
を検出できない場合があります。瞳を検出できず目にピン
トを合わせることができない場合は、顔を検出して顔にピ
ントを合わせます。

R フォーカスモードが Cのときは、瞳 AFは使用できません。
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追加 /変更機能について

 シャッター方式 シャッター方式
X-T1使用説明書：P 100
撮影メニューにシャッター方式が追加されました。

電子シャッターまたはメカニカル＋電子に設定する
と、シャッタースピードダイヤルを 4000にしたあと
にコマンドダイヤルで、より高速のシャッタースピー
ドを選べます。また、シャッター音を消して撮影でき
ます。

R 電子シャッター使用時は、以下の機能制限があります。
• 感度は 6400～ 200、シャッタースピードは 1/32000～ 1秒
に制限されます。

• ぐるっとパノラマ撮影時は、メカニカルシャッターにな
ります。

• 電子シャッターで撮影されるときは、長秒時ノイズ低減
は機能しません。

• 連写撮影では、ピントや露出は 1コマ目を撮影したとき
に決定され、途中で変えられません。

Q 電子シャッター使用時は、以下のことにご注意ください。
• 動いている被写体を撮影すると、画像が歪んで撮影され
る場合があります。

• 瞬間的な光や、蛍光灯などの照明下では、帯状のムラが
撮影されることがあります。

• シャッター音を消して撮影できますが、被写体のプライ
バシーや肖像権などに十分ご配慮のうえ、お客様の責任
でお使いください。

 モニター撮影効果反映 モニター撮影効果反映
X-T1使用説明書：P 110、111
セットアップメニューの表示設定にモニター撮影効果反映
が追加されました。

ONにすると、フィルムシミュレーション、ホワイト
バランスなどの撮影効果を反映した画像が画面に表示
されます。OFFにすると、撮影効果を反映せず、ソフ
トな階調で逆光シーンの暗い部分などの被写体を見や
すいようにした画像が画面に表示されます。

R OFFでは、表示される画像の色味、階調は記録される画像
と異なります。また、モノクロ、セピア、アドバンストフィ
ルターの各フィルターでは一部撮影効果を反映した画像が
表示されます。

 画面のカスタマイズ 画面のカスタマイズ
X-T1使用説明書：P 31、111
セットアップメニューの表示設定 ＞ 画面のカスタマイズで
選べる項目が追加されました。

 ■追加された項目
• AFフレーム • 連写モード
• 撮影モード • ブレ防止
• 情報表示背景 • 動画モード
• フォーカスモード • 手ブレ警告
• シャッター方式
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追加 /変更機能について

 操作ボタン /ダイヤル設定 操作ボタン /ダイヤル設定
X-T1使用説明書：P 111、112
セットアップメニューに操作ボタン /ダイヤル設定が追加
されました。

サブメニューサブメニュー 内容内容
ファンクションファンクション
（Fn）設定（Fn）設定

X-T1使用説明書：P 111のファンクショ
ン（Fn）設定が移動されます。

コマンドダイヤルコマンドダイヤル
設定設定

X-T1使用説明書：P 112のコマンドダ
イヤル設定が移動されます。

セレクターセレクター
ボタン設定ボタン設定

セレクターボタン（efgh）の機能を
変更できます。
• Fnボタン：セレクターボタンは、ファンクショ
ンボタンとして機能します。

• フォーカスエリア：フォーカスエリアの位置を
直接変更できます。

AE-L/AF-LAE-L/AF-L
ボタン設定ボタン設定

AE-Lボタンと AF-Lボタンの機能を入れ換
えることができます。

 PCシューティング機能 PCシューティング機能
X-T1使用説明書：P 115
セットアップメニューに USBモードが追加されました。

別売の「PC撮影専用ソフトウエア HS-V5」を使うと、
USBケーブルで接続したパソコンからのリモート撮
影とパソコンへの画像転送が可能になります。ご使用
の際は、セットアップメニューの USBモードで PC 
SHOOT自動を選びます。詳しくは「HS-V5」のヘル
プをご覧ください。

Q 「HS-V5」を使用しない場合は、必ず USBモードをMTP 
(PTP)に設定してください。他のモードに設定していると
メモリーカードへの記録および USB接続による PCへの記
録画像の転送ができません。

Q セットアップメニューの消費電力設定 > 自動電源OFFの
設定は、PCシューティング中も有効になります。PCシュー
ティング中にオートパワーオフをさせたくない場合は、
セットアップメニューの消費電力設定 > 自動電源OFFを
OFFに設定してください。
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 フラッシュ撮影 フラッシュ撮影
X-T1使用説明書：P 46、47
フラッシュの設定方法が変更になりました。

1  ホットシューカバーを外して、ホットシューにフ
ラッシュを取り付けます。
図のように正しい向きで「カチッ」と音（感触）
がするまで、フラッシュをスライドさせます。

2  フラッシュを手動で起こし、ポップアップします。

3  撮影メニューからフラッシュ機能設定を選びます。
同梱フラッシュの設定画面が表示されます。

Q フラッシュをポップアップしていない場合は、シンク
ロターミナルの設定画面が表示されます（JA-8）。必ずフ
ラッシュをポップアップしてから設定してください。

4  フラッシュの設定を変更しま
す（JA-9）。
efghで変更する項目を
選び、リアコマンドダイヤル
で設定値を変更します。

モード

同梱フラッシュ

調整 完了

5  DISP/BACKボタンを押します。
フラッシュモードが設定されます。

Q ご使用の交換レンズや撮影距離によっては、フラッシュの
ケラレが発生することがあります。

Q 電子シャッターを使用しているときは、フラッシュは発光
しません。

Q 撮影モードがS（シャッタースピード優先）またはM（マニュ
アル）のときは、シャッタースピードを同調速度 180Xより
も長い時間に設定してください。

R TTLモードでは、フラッシュは予備発光と本発光で数回発光
します。撮影が完了するまでカメラを動かさないでください。
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 フラッシュ機能設定 フラッシュ機能設定
X-T1使用説明書：P 98
撮影メニューにフラッシュ機能設定が追加になりました。

フラッシュ機能設定フラッシュ機能設定
フラッシュの発光モードや発光量または発光強度などを設定
できます。使用するフラッシュによって設定できる項目が異
なります。
フラッシュ設定フラッシュ設定 説明説明

シンクロシンクロ
ターミナルターミナル

シンクロターミナルにフラッシュを接続している場合
に表示されます。シンクロターミナル、他社製フラッ
シュ等ホットシューの X接点のみを使用した撮影で使
用します。また、外部フラッシュが何も接続されてい
ない場合でも、このメニューが表示されます（JA-8）。

同梱フラッシュ同梱フラッシュ
同梱のクリップオンフラッシュ EF-X8を接続して、
ポップアップしている場合に表示されます（JA-9）。

クリップオンクリップオン
フラッシュフラッシュ

別売のクリップオンフラッシュを接続して、電源を入
れている場合に表示されます（JA-10）。

MASTERMASTER
（光通信）（光通信）

富士フイルムの光通信方式ワイヤレス多灯フラッシュ
システムに対応したマスターフラッシュを使用すると
きに表示されます。光通信方式ワイヤレス多灯フラッ
シュシステムに対応している別売のクリップオンフ
ラッシュを接続して、電源を入れている場合に表示さ
れます（JA-12）。

R フラッシュを接続してポップアップしていない場合や、ホット
シューにフラッシュが接続されていない場合は、シンクロターミナ
ルの設定画面が表示されます。

 ■  シンクロターミナル
シンクロターミナルにフラッ
シュを接続している場合に表示
されます。

モード

シンクロターミナル

調整 完了

AA モード モード（発光モード）（発光モード）
シンクロターミナル、ホットシュー X接点からトリガー
信号を発行するかどうかを選びます。
設定設定 説明説明

MM

撮影に同期して、シンクロターミナル、ホットシュー X
接点からトリガー信号が発行されます。撮影は同調速度
（1/180）よりも長いシャッタースピードを使用する必要が
あります。また、発光時間の長いフラッシュ、応答の遅
いフラッシュなどを使用する場合は、さらに遅いシャッ
ター速度を設定してください。

OFFOFF
シンクロターミナル、ホットシュー X接点からトリガー
信号を発行しません。

BB 同調モード 同調モード
フラッシュが発光するタイミングを選びます。
設定設定 説明説明

先幕先幕
シャッターが開いた直後にフラッシュが発光します。通
常の撮影ではこちらを選んでください。

後幕後幕 シャッターが閉じる直前にフラッシュが発光します。

 シンクロターミナルについて
シンクロコードを必要とするフラッシュを
お使いになるときは、シンクロコードをシ
ンクロターミナルに接続してください。
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 ■  同梱フラッシュ
同梱のクリップオンフラッシュ
EF-X8を使用するときに表示さ
れます。

モード

同梱フラッシュ

調整 完了

AA モード モード（発光モード）（発光モード）
フラッシュの発光モードを選びます。
設定設定 説明説明

TTLTTL
TTL自動調光で発光します。調光補正で発光量を調整
し、TTLモードで TTL撮影の発光モードを選択します。

MM

被写体の明るさやカメラ側の設定に関わらず、常に一
定の光量で発光します。発光量でフル発光（1/1）から
1/64発光までの発光強度を設定できます。状況によっ
ては、フラッシュの発光強度を少量に設定すると、設
定値が十分に反映されない場合があります。実際の撮
影画像で確認してください。

コマンダーコマンダー
スタジオフラッシュなど、主灯の発光に同期して発光
可能なスレーブフラッシュをコントロールするときに
選択します。

OFFOFF

フラッシュを使用しません。OFFに設定しても、シ
ンクロターミナルに接続したフラッシュは撮影に同
期して発光させることができます。シンクロターミ
ナルに接続したフラッシュも OFFにしたい場合は、
EF-X8をポップダウンしてから、フラッシュ機能設定
メニューを開いてください。シンクロターミナルの動
作設定が可能になります。

BB 調光補正 /発光量 調光補正 /発光量（発光強度）（発光強度）
フラッシュの調光補正または発光量を設定します。設定
値は選択している発光モードによって異なります。

CC TTLモード TTLモード
TTL撮影の発光モードを選びます。
設定設定 説明説明

フラッシュフラッシュ
発光 AUTO発光 AUTO

被写体の明るさに応じて、発光・非発光の判断を含め
て適切な発光をカメラが自動で制御します。被写体が
十分に明るい場合、フラッシュは発光しません。フ
ラッシュが発光するときは、シャッターボタンを半押
しすると、画面にpが表示されます。

スタンスタン
ダードダード

一般的なフラッシュ撮影に使用します。発光強度はカ
メラが自動でコントロールします。カメラのシャッ
ターボタンを押したときに、フラッシュが充電されて
いないときは、撮影を優先して非発光で撮影します。

スロースロー
シンクロシンクロ

夜景と人物の両方をきれいに撮影できます。カメラ
のシャッタースピードが低速に設定されます。カメ
ラのシャッターボタンを押したときにフラッシュが
充電されていないときは、撮影を優先して非発光で
撮影します。

DD 同調モード 同調モード
フラッシュが発光するタイミングを選びます。
設定設定 説明説明

先幕先幕
シャッターが開いた直後にフラッシュが発光します。通
常の撮影ではこちらを選んでください。

後幕後幕 シャッターが閉じる直前にフラッシュが発光します。
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 ■  クリップオンフラッシュ
別売のクリップオンフラッシュ
を接続している場合に表示され
ます。

モード
クリップオンフラッシュ

調整 完了

AA モード モード（発光モード）（発光モード）
フラッシュに設定されている発光モードが表示されます。
カメラで発光モードを変更できるフラッシュをご使用の
場合は、発光モードを選択することができます。表示され
る内容や設定可能な項目はご使用されているフラッシュ
により異なります。
設定設定 説明説明

TTLTTL
TTL自動調光で発光します。調光補正で発光量を調整で
きます。

MM

被写体の明るさやカメラ側の設定に関わらず、常に一定
の光量で発光します。カメラで発光強度を変更できるフ
ラッシュをご使用の場合は、発光量で発光強度を変更で
きます。

MultiMulti
対応しているクリップオンフラッシュをご使用の場合、
1回の撮影中に複数回発光（マルチ発光）します。

OFFOFF
フラッシュを使用しません。フラッシュを使用しない設
定が可能なフラッシュをご使用の場合に選択できます。

BB 調光補正 /発光量 調光補正 /発光量（発光強度）（発光強度）
・ モードが TTLのときに、調光補正量を調整できます。
撮影条件によっては調整可能範囲を超え、設定値が反
映されない場合があります。EF-X20、EF-20、EF-42を
ご使用の場合は、フラッシュ本体での調光補正設定と
合算した補正量が適用されます。

・ モードがMのときに、カメラで発光強度を変更できる
フラッシュをご使用の場合は、フル発光（1/1）から 1/512
発光まで、1/3段ステップで発光強度を設定できます。
状況によっては、フラッシュの発光強度を少量に設定
すると、設定値が十分に反映されない場合があります
ので、実際の撮影画像で確認してください。

・ モードがMultiのときに、カメラで発光強度を変更で
きるフラッシュをご使用の場合は、1/4発光から 1/512発
光まで 1/3段ステップで発光強度を設定できます。状況
によっては、フラッシュの発光強度を少量に設定する
と、設定値が十分に反映されない場合がありますので、
実際の撮影画像で確認してください。

CC TTLモード TTLモード
TTL撮影の発光モードを選びます。
設定設定 説明説明

フラッシュフラッシュ
発光 AUTO発光 AUTO

被写体の明るさに応じて、発光・非発光の判断を含め
て適切な発光をカメラが自動で制御します。被写体が
十分に明るい場合、フラッシュは発光しません。フ
ラッシュが発光するときは、シャッターボタンを半押
しすると、画面にpが表示されます。

スタンスタン
ダードダード

一般的なフラッシュ撮影に使用します。発光強度はカ
メラが自動でコントロールします。カメラのシャッ
ターボタンを押したときに、フラッシュが充電されて
いないときは、撮影を優先して非発光で撮影します。

スロースロー
シンクロシンクロ

夜景と人物の両方をきれいに撮影できます。カメラ
のシャッタースピードが低速に設定されます。カメ
ラのシャッターボタンを押したときにフラッシュが
充電されていないときは、撮影を優先して非発光で
撮影します。
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DD 同調モード 同調モード
フラッシュが発光するタイミングを選びます。
設定設定 説明説明

先幕先幕
シャッターが開いた直後にフラッシュが発光します。通
常の撮影ではこちらを選んでください。

後幕後幕 シャッターが閉じる直前にフラッシュが発光します。

AUTO AUTO 
FP(HSS)FP(HSS)

FP（ハイスピードシンクロ）に対応したフラッシュを
接続している場合に選択できます。シャッタースピード
に応じて、FP（ハイスピードシンクロ）と先幕を自動
で切り替えます。シャッタースピードがフラッシュ同調
速度より速い場合は、自動で FPになります。モードが
Multiのときは、先幕となります。

EE ズーム設定 ズーム設定
照射角ズームに対応したフラッシュをご使用の場合に照
射角設定が表示されます。カメラで設定変更が可能なフ
ラッシュをご使用の場合は、照射角ズームを設定できま
す。AUTOの設定では、カメラに取り付けているレンズ
の焦点距離に応じて自動で照射角が変更されます。

FF 配光設定 配光設定（配光特性）（配光特性）
本機能に対応しているフラッシュをご使用の場合は、撮
影画角に対するフラッシュ光の配光（照射角）特性を変
更できます。
設定設定 説明説明

光量優先光量優先
フラッシュの照射角を若干狭めに設定して到達距離を稼
ぎます。

スタンスタン
ダードダード

撮影画角に対して最適な照射角にします。

配光優先配光優先
照射角を若干広めにして撮影画面全体の配光の均一性を
高めます。

GG LEDライト設定 LEDライト設定
本機能に対応しているフラッシュをご使用の場合は、フ
ラッシュ内蔵の LEDライトの用途を設定できます。

設定設定 説明説明
キャッチライトキャッチライト キャッチライトのみ使用します。
AF補助光AF補助光 AF補助光のみ使用します。
AF補助光 + AF補助光 + 
キャッチライトキャッチライト

AF補助光とキャッチライトの両方を使用します。

OFFOFF どちらも使用しません。

GG TIMES TIMES（発光回数）（発光回数）  **
モードがMultiのときに、1回の撮影における発光回数
を設定します。

HH Hz Hz（発光周波数）（発光周波数）  **
モードがMultiのときに、発光周波数を設定します。

* フラッシュの能力を超えた設定を行った場合は、フラッシュ側で設定
が調整される場合があります。
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 ■  MASTER（光通信）
富士フイルムの光通信方式ワイ
ヤレス多灯フラッシュシステム
のマスターフラッシュを接続し
ている場合に表示されます。

モード
MASTER(光通信)

調整 完了

富士フイルムの光通信方式ワイヤレス多灯フラッシュシステ
ムでは、マスターフラッシュとリモートフラッシュ間の光通
信チャンネルを CH1～ CH4から設定することができます。
近隣で本フラッシュシステムを使用している場合の混信によ
る誤動作を防いだり、複数のフラッシュシステムを使い分け
る際に便利です。
また、システムを構成するフ
ラッシュを A、B、Cの 3つの
グループに分けて、グループご
とに発光モード、発光量を設定
できます。

BBB

A
C

AA Aグループモード Aグループモード（発光モード）（発光モード）
BB Bグループモード Bグループモード（発光モード）（発光モード）
CC Cグループモード Cグループモード（発光モード）（発光モード）
それぞれのグループの発光モードを設定します。

・ A、Bグループは TTL、TTL%、M、Multi、OFFから
選択できます。

・ Cグループは TTL、M、Multi、OFFから選択できます。

設定設定 説明説明

TTLTTL
TTLを設定したグループのフラッシュは TTL自動調光で
発光します。グループごとに調光補正を設定できます。

TTL%TTL%
Aまたは Bグループで TTL%を設定すると、Aグループ
と Bグループの発光を光量比で設定できます。また A、B
グループ全体として調光補正を設定できます。

MM

Mを設定したグループのフラッシュは、被写体の明るさ
やカメラ側の設定に関わらず、常に一定の光量で発光しま
す。グループごとにフル発光を基準として発光強度を設定
できます。

MultiMulti
A、Bまたは CグループをMultiに設定すると、システム
全体がマルチ発光モードになります。マルチ発光モードで
は 1回の撮影中に複数回発光させることができます。

OFFOFF OFFを設定したグループのフラッシュは発光しません。
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DD Aグループ調光補正 /発光量 Aグループ調光補正 /発光量（発光強度）（発光強度）
EE Bグループ調光補正 /発光量 Bグループ調光補正 /発光量（発光強度）（発光強度）
FF Cグループ調光補正 /発光量 Cグループ調光補正 /発光量（発光強度）（発光強度）
グループごとに設定されるモードに応じて、調光補正や
発光強度が設定できます。

・ モードが TTLに設定されているときは調光補正を設定
できます。

・ モードがM、Multiに設定されているときは発光強度
を設定できます。

・ モードが TTL%に設定されているときは光量比と調光
補正が設定できます。

補正量、発光強度の設定がフラッシュの調整能力を超える
場合には、十分に調整できない場合がありますので、実
際の撮影画像で確認してください。

GG TTLモード TTLモード
TTL撮影の発光モードを選びます。
設定設定 説明説明

フラッシュフラッシュ
発光 AUTO発光 AUTO

被写体の明るさに応じて、発光・非発光の判断を含め
て適切な発光をカメラが自動で制御します。被写体が
十分に明るい場合、フラッシュは発光しません。フ
ラッシュが発光するときは、シャッターボタンを半押
しすると、画面にpが表示されます。

スタンスタン
ダードダード

一般的なフラッシュ撮影に使用します。発光強度はカ
メラが自動でコントロールします。カメラのシャッ
ターボタンを押したときに、フラッシュが充電されて
いないときは、撮影を優先して非発光で撮影します。

スロースロー
シンクロシンクロ

夜景と人物の両方をきれいに撮影できます。カメラ
のシャッタースピードが低速に設定されます。カメ
ラのシャッターボタンを押したときにフラッシュが
充電されていないときは、撮影を優先して非発光で
撮影します。

HH 同調モード 同調モード
フラッシュが発光するタイミングを選びます。
設定設定 説明説明

先幕先幕
シャッターが開いた直後にフラッシュが発光します。通
常の撮影ではこちらを選んでください。

後幕後幕 シャッターが閉じる直前にフラッシュが発光します。

AUTO AUTO 
FP(HSS)FP(HSS)

FP（ハイスピードシンクロ）に対応したフラッシュを
接続している場合に選択できます。シャッタースピード
に応じて、FP（ハイスピードシンクロ）と先幕を自動
で切り替えます。シャッタースピードがフラッシュ同調
速度より速い場合は、自動で FPになります。モードが
Multiのときは、先幕となります。
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追加 /変更機能について

II ズーム設定 ズーム設定
照射角ズームに対応したフラッシュをご使用の場合に照
射角設定が表示されます。カメラで設定変更が可能なフ
ラッシュをご使用の場合は、照射角ズームを設定できま
す。AUTOの設定では、カメラに取り付けているレンズ
の焦点距離に応じて自動で照射角が変更されます。

JJ 配光設定 配光設定（配光特性）（配光特性）
本機能に対応しているフラッシュをご使用の場合は、撮
影画角に対するフラッシュ光の配光（照射角）特性を変
更できます。
設定設定 説明説明

光量優先光量優先
フラッシュの照射角を若干狭めに設定して到達距離を稼
ぎます。

スタンスタン
ダードダード

撮影画角に対して最適な照射角にします。

配光優先配光優先
照射角を若干広めにして撮影画面全体の配光の均一性を
高めます。

KK MASTER設定 MASTER設定（MASTER発光設定）（MASTER発光設定）
モードが TTL、TTL%、Mのときに、富士フイルムの光
通信方式ワイヤレス多灯フラッシュシステムのマスター
フラッシュとして使用する際の、発光グループを設定で
きます。富士フイルムの光通信方式ワイヤレス多灯フラッ
シュシステムに対応したクリップオンフラッシュを接続
している場合に設定できます。
設定設定 説明説明

Gr AGr A Aグループに設定します。
Gr BGr B Bグループに設定します。
Gr CGr C Cグループに設定します。

OFFOFF
撮影時には、撮影画像への影響を最小限に抑えた微小光量
で発光します。

KK TIMES TIMES（発光回数）（発光回数）
モードがMultiのときに、1回の撮影における発光回数
を設定します。

LL CH設定 CH設定
マスターフラッシュとリモートフラッシュ間の光通信
チャンネルを設定します。近隣で本フラッシュシステムを
使用している場合の混信による誤動作を防いだり、複数
のフラッシュシステムを使い分けたりする際に便利です。

LL Hz Hz（発光周波数）（発光周波数）
モードがMultiのときに、発光周波数を設定します。
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追加 /変更機能について

 TTL-LOCK モード TTL-LOCK モード
X-T1使用説明書：P 98
撮影メニューに TTL-LOCK モードが追加になりました。

 TTL-LOCK モード TTL-LOCK モード
TTLロックの動作方法を設定します。TTLロックを使用する
と、TTL発光による複数撮影においてフラッシュの発光量を
一定にするためにプレ発光による演算結果をロックして撮影
条件や調光を保つことができます。

設定設定 説明説明
直前の発光条件直前の発光条件
でロックでロック

カメラが記憶している直前の撮影で使用された TTL
発光の撮影条件をロックします。

調光発光して調光発光して
ロックロック

調光発光した条件をロックします。

R TTLロックを使用するには、ファンクションボタンに TTL-LOCKを
割り当てます。割り当てたファンクションボタンを押すと、TTLロッ
クを設定したり、解除したりすることができます。

R ロックしていても調光補正はできます。
R 直前の発光条件でロックを設定していても直前の発光条件がないと
きは、エラーメッセージが表示されます。

R TTLロックは赤目抑制発光と併用できません。

 フラッシュ詳細設定 フラッシュ詳細設定
X-T1使用説明書：P 98
撮影メニューにフラッシュ詳細設定が追加になりました。
また、フラッシュメニューにはフラッシュ詳細設定以外に、
以下のサブメニューがあります。

赤目補正赤目補正

暗い場所でフラッシュ撮影したときの「赤目現象」を軽減します。
設定設定 説明説明

赤目抑制発光 + 赤目抑制発光 + 
補正処理補正処理

赤目軽減を目的とした予備フラッシュ発光とデジタ
ル補正による赤目補正を行います。

赤目抑制発光赤目抑制発光
赤目軽減を目的とした予備フラッシュ発光による赤
目補正を行います。

補正処理補正処理 デジタル補正による赤目補正を行います。
OFFOFF 赤目補正を行いません。

R 赤目抑制発光は、TTLモードで使用できます。
R TTLロック中は、赤目抑制発光は使用できません。
R 顔が検出できないときは、デジタル補正は使用できません。
R RAWファイルの画像は、デジタル補正は使用できません。
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追加 /変更機能について

LEDライト設定LEDライト設定

フラッシュの LEDビデオライトを静止画撮影時の AF補助光
やキャッチライトとして使用するかどうかを設定できます。
LEDライトを搭載したクリップオンフラッシュを使用してい
るときに設定できます。

設定設定 説明説明
キャッチライトキャッチライト キャッチライトとしてのみ使用します。
AF補助光AF補助光 AF補助光としてのみ使用します。
AF補助光 + AF補助光 + 
キャッチライトキャッチライト

AF補助光とキャッチライトとして使用します。

OFFOFF どちらも使用しません。

R フラッシュ機能設定メニューからも設定できる場合があります。

MASTER設定MASTER設定

富士フイルムの光通信方式ワイヤレス多灯フラッシュシステ
ムのマスターフラッシュとして使用する際の、発光グループ
を設定できます。富士フイルムの光通信方式ワイヤレス多灯
フラッシュシステムに対応したクリップオンフラッシュを接
続している場合に設定できます。
設定設定 説明説明

Gr AGr A Aグループに設定します。
Gr BGr B Bグループに設定します。
Gr CGr C Cグループに設定します。

OFFOFF
撮影時には、撮影画像への影響を最小限に抑えた微小光量で発光
します。

R フラッシュ機能設定メニューからも設定できる場合があります。

CH設定CH設定

マスターフラッシュとリモートフラッシュ間の光通信チャン
ネルを設定します。近隣で本フラッシュシステムを使用して
いる場合の混信による誤動作を防いだり、複数のフラッシュ
システムを使い分けたりする際に便利です。
設定値：CH1、CH2、CH3、CH4設定値：CH1、CH2、CH3、CH4
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